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資産取り崩し期の有価証券比率は？⇒預金額から考える
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◼万一の時の支出をカバーするために
  
  バッファー(緩衝材＝預金)となる資産の保有を考える
  
◼ 有価証券比率を考えることでもある

  金融資産全体のどれくらいを有価証券として保有するか

◼ バッファー資産比率+有価証券比率＝１００％

  バッファー資産の比率から考えることが重要
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60代の資産運用の実例
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◼Dさん―67歳
✓有価証券で資産を作り上げてきた
金融資産3160万円（有価証券2860万円、預金300万円）
＝有価証券比率91％＝バッファー資産比率9％

✓有価証券比率＝100歳ー自分の年齢67歳＝33％？

◼Pさん―64歳
✓退職金を全額預金にしてリスクを引き下げた
金融資産1億4500万円(有価証券4800万円、預金9700万
円)＝有価証券比率33％ ＝バッファー資産比率67％

✓有価証券比率＝100歳ー自分の年齢64歳＝36％？
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有価証券比率ではなく、預金比率はどれくらい？
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10年分の資産収入額を預金として維持

年
間
支
出
額

年
金

受
給
額

資
産

収
入

それ以外を
資産運用で

目先10年程度の
資産収入
合計額



5

米国でよく使われる資産区分のアイデアを応用

(出所)フィンウェル研究所作成

長期の運用資産

株式等の長期に成長
する資産を中心に

中期の運用資産

債券や優良配当株な
どで中期で運用

短期の資産

目先の生活資金とし
て預金などを想定
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10年分の資産収入をカバー
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60代の資産運用の実例

＠2026 FinWell Research LLC All rights reserved

◼Dさん―67歳
✓有価証券で資産を作り上げてきた＝金融資産3160万円
✓有価証券比率91％＝バッファー資産比率9％
✓必要資産収入150万円の10年分＝1500万円
✓10年分の資産収入から算出したバッファー資産比率47％

◼Pさん―64歳
✓退職金を全額預金にしてリスクを引き下げた＝金融資産1億

4500万円
✓有価証券比率33％ ＝バッファー資産比率67％
✓必要資産収入400万円の10年分＝4000万円
✓10年分の資産収入から算出したバッファー資産比率＝28％



重要事項

• 当該資料は信頼できる情報、データをもとに合同会社フィンウェル研究所が作成しておりますが、正確性・完
全性に関して当社が保証するものではありません。

• 当該資料に記載された情報、意見は作成時点のものであり、その後の情勢の変化などによって予告なく変
更することがあります。

• いずれの情報、データ、意見は将来の傾向などを保証もしくは示唆するものではありません。

• 当該資料に係る一切の権利は引用部分を除いて弊社に所属し、いかなる目的であれ当該資料の一部ま
たは全部の無断での使用・複製は固くお断りします。

合同会社フィンウェル研究所
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